
『天
神
木
』
と
い
う
地
名
が
あ
る
。

旧
沼
山
津
十
八
番
字
名
で
、
こ
こ
に
は
社
も
鳥
居
も
無
く
た
だ
住
宅
に
囲
ま
れ
た
畑

の
中
に
、
天
神
塚
と
い
う
直
径

一
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
塚
が
ボ
ツ
ン
と
あ
る
だ
け

で
あ
る
。
も
と
は
大
き
か
っ
た
が
次
第
に
削
ら
れ
て
畑
に
な
っ
て
し
ま
い
、
持
主
は

早
く
削
っ
て
宅
地
か
畑
に
し
た
い
が
、
代
々
触
れ
れ
ば
祟
る
と
言
わ
れ
残
し
て
い
る

と
言
う
。

『上
益
城
郡
誌
』
に

「秋
津
小
学
校
敷
地
の
字
名
な
り
。
往
古
天
神
丸
と
言
う
船

入
航
し
て
此
の
地
の
樹
に
繋
ぎ
し
よ
り
起
こ
る
と
」
と
あ
り
、
地
名
を
船
名
に
由
来

さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
触
れ
れ
ば
祟
る
と
の
言
い
伝
え
の
な
か
に
古
い
天
神
信
仰
が

う
か
が
わ
れ
る
。

（熊
本
県
不
思
議
辞
典
　
　
松
野
国
策
）

９
●
　
ｏ

流
ッ
ハ
γ
フ
つ
喜
ё
喜
０

（由
屋
浮
木
）

∩
γ
性
惟
朝
引

西
無
田
若
宮
神
社
の
御
神
体
に
つ
い
て

「上
益
城
郡
誌
」
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。「伝

説
　
慶
長
三
年

（
一
五
九
八
）
太
閤
秀
吉
莞
ず
る
や
遺
命
に
よ
り
て
征
韓
の

師
を
班
す
　
既
に
し
て
諸
軍
海
に
航
し
て
故
国
に
向
ふ
の
時
　
加
藤
肥
州
公
の
臣
島

崎
某
の
船
尾
に
　
一
大
奇
木
追
従
し
来
る
あ
り
　
某
之
を
再
三
押
流
せ
ど
　
付
随
す

る
こ
と
依
然
た
り
。
因
っ
て
其
旨
を
公
に
告
ぐ
る
に
　
公
凱
旋
の
奇
瑞
と
な
し

之
を
同
人
に
賜
ふ
　
後
同
氏
は
右
奇
木
を
以
て
神
催
を
彫
刻
し
西
無
田
村

（当
時
託

磨
郡
に
属
せ
し
部
分
）
の
東
北
隅

（現
今
の
矢
田
氏
の
北
畑
な
り
と
、
今
も
同
地
を

宮
屋
敷

，
神
屋
敷
と
言
ふ
）
に
勧
請
す
と
。
後
元
文
元
年

（
一
七
三
六
）
七
月
村
の

西
部

（現
今
の
社
地
）
に
遷
宮
し
　
延
享
五
年

（
一
七
四
八
か
）
八
月
神
躍
を
彩
色

し
て
現
在
に
及
べ
り
。
最
初
神
境
を
ゆ
や
ろ
き
き

（由
屋
浮
木
）
の
大
明
神
と
琥
じ

西
部
に
遷
宮
し
て
熊
野
宮
を
祭
る
と
。

し
か
し
て
鳥
居
に
は
雨
宮
と
刻
せ
り
、
又
、
神
遭
の
背
部
に
は
島
崎
久
兵
衛
門
　
同

繁
右
衛
門
奉
祀
年
琥
等
刻
記
し
あ
り
し
が
　
一九
文
八
年
か
延
享
五
年
か

（多
分
彩
色

せ
し
と
き
な
ら
ん
）
に
刻
記
せ
る
も
の
を
多
少
削
除
し
　
今
は
島
崎
半
右
衛
門
と
記

し
あ
る
由
　
但
彩
色
し
あ
り
且
年
代
を
経
し
　
今
は
如
何
と
も
見
る
こ
と
能
は
ず
、

社
務
は
飽
託
郡
健
軍
神
社
々
掌
之
を
執
る
　
而
し
て
現
今
の
社
殿
は
安
永
七
年

（
一

七
七
八
）
の
改
築
た
り
。
」

（上
益
城
郡
誌
よ
り
）

奇
木
を
持
ち
帰

っ
た
加
藤
肥
州
公
の
臣
島
崎
某

（島
崎
半
兵
衛
尉
正
径
）
に
つ
い

て
川
尻
町
史
に
は

「後
藤
末
松
氏
提
供
」
と
し
て
次
の
様
に
緒
言
に
記
さ
れ
て
い
る

「径
琴
は
天
文
二
十
三
年

（
一
五
五
四
）
十

一
月
戦
死
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

当
時
島
崎
半
兵
衛
尉
正
蟹
初
め
名
は
八
郎
員
征
と
云
う
　
父
戦
死
後
僅
か
三
歳
の
　
　
９０

嬰
児
を
乳
母
懐
中
に
助
け
　
所
縁
を
以
て
飽
田
郡
川
尻
の
庄
に
潜
住
す
　
　
　
　
　
　
一

成
長
に
従
い
漁
猟
を
業
と
せ
し
が
そ
の
頃
征
韓
の
事

（注

‥
文
禄
の
役
）
起
こ
り
て

加
藤
氏
の
命
を
蒙
り
　
天
正
十
九
年

（
一
五
九

一
）
船
頭
を
勤
め
朝
鮮
に
従
軍
す

そ
の
際
王
城
よ
り
分
取
せ
し
釜
家
蔵
す
　
後
縁
七
十
石
を
給
ふ
　
一ム
々

島
崎
久
兵
衛
正
隆
家
を
継
ぐ
　
寛
永
九
年

（
一
六
三
二
）
加
藤
氏
出
羽
国
御
改
易
に

付
以
後
浪
人
と
な
る
　
同
十
三
年

（
一
六
三
六
）
益
城
郡
沼
山
津
郷
間
島
と
云
う
処

に
転
住
し
　
漁
猟
及
び
開
拓
に
従
事
し
　
征
韓
の
際
船
に
付
着
し
た
る
材
木
を
持
ち

帰
り
　
神
像
を
刻
み
鎮
守
す
と
云
う
　
熊
野
浮
木
権
現
と
も
云
う
　
云
々
」

（川
尻
町
史
　
緒
言
よ
り
）

又
、
西
無
田
雨
宮
神
社
の
御
神
体
に
つ
い
て
、
島
崎
半
兵
衛
尉
正
径
の
子
孫
筋

の
森
山
家
に
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
。

「文
禄
元
年

（
一
五
九
二
）
加
藤
清
正
朝
鮮
出
兵
の
際
、
私
の
先
祖
第
十
代
島
崎

半
兵
衛
尉
正
経
が
船
頭
か
し
ら
と
し
て
従
軍
し
た
時
。
帰
路
材
木
が
舟
に
つ
い
て
き

ギ
ハ

エ欄
Ｈ

＋
小

〔
層
に
旧
　
一倫
鵬脚
ロ
　
ト
静
払
い
　
封哺
耐
”
〕

て
、　
、・く
ら
押
荒
し
て
も
押
流
し
て
も
つ
‐‐ヽ‐
て
く
る
の
で
、
こ
れ
ほ
島
埼
に
何
か
つ

（注

‥
〓三
一■
（　
一こ
行
イ
道
こ
、
〓〓
ミ
住
還
よ
ｒ
二
化
二
往
還
へ
士
て
Ｉ
虐
パ
ニ
竺
伏



る
こ
と
依
然
た
り
。
因

っ
て
其
旨
を
公
に
告
ぐ
る
に
　
公
凱
旋
の
奇
瑞
と
な
し

之
を
同
人
に
賜
ふ
　
後
同
氏
は
右
奇
木
を
以
て
神
健
を
彫
刻
し
西
無
田
村

（当
時
託

「文
禄
元
年

（
一
五
九
二
）
加
藤
清
正
朝
鮮
出
兵
の
際
、
私
の
先
祖
第
十
代
島
崎

半
兵
衛
尉
正
経
が
船
頭
か
し
ら
と
し
て
従
軍
し
た
時
。
帰
路
材
木
が
舟
に
つ
い
て
き

て
、
い
く
ら
押
流
し
て
も
押
流
し
て
も
つ
い
て
く
る
の
で
、
こ
れ
は
島
崎
に
何
か
の

因
縁
が
あ
る
も
の
だ
と
思
い
持
帰
り
、
そ
の

一
部
で
御
神
体
を
刻
ん
だ
。

そ
の
残
り
の
材
木
は
今
も
神
殿
の
下
に
あ
る
。
以
上
の
理
由
で
西
無
田
雨
宮
神
社

を

「雨
宮
由
屋
浮
木

（あ
め
み
や
　
ゆ
や
ろ
き
き
）
の
権
現
」
と
言
う
。

御
神
体
は
、
正
徳
四
年

（
一
七

一
四
）
六
月
に
彩
色
さ
れ
る
。

な
お
神
屋
敷
か
ら
現
在
地
若
葉
六
丁
目
に
移
転
建
築
さ
れ
た
の
は
、
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
臓
月
吉
日

（陰
暦
十
二
月
）
、
移
転
に
あ
た
っ
て
は
十
三
ケ
村
の
寄
付

を
募
り
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
島
崎
家
は
、
菊
池
家
第
十
代
武
房
の
第
五
子
左
馬
之
助
武
径
よ
り
始
ま
る
と

伝
え
ら
れ
る
。

（語
り
べ
学
習
会
）

〔
一陛
印鳳
占
い
人
卜
げｎ
一＝謝
脚
〕

ｎ
く
υ

・

西

南

戦

争

と

秋

田

村

明
治
十
年
四
月
十
四
日
と
思
わ
れ
る
。
御
船
方
面
の
戦
い
で
敗
れ
た
薩
軍
の

一
部

が
、
橋
を
壊
し
な
が
ら
木
山
へ
集
結
す
る
途
中
、
中
無
田
を
通
過
す
る
と
き
、
村
の

世
話
人
三
藤
孫
四
郎
ら
に
、
食
糧
の
提
供
や
道
案
内
を
強
要
す
る
。

賊
軍
へ
の
協
力
を
躊
躇
し
て
い
る
と
、
中
無
田
神
社
に
向
け
て
実
弾
を
発
射
し
て
、

村
民
を
震
え
上
が
ら
せ
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
と
火
を
放
ち
村
中
を
焼
き
払
う
と

脅
さ
れ
て
協
力
さ
せ
ら
れ
る
。

「現
に
中
無
田
神
社
の
神
殿
内
の
柱
に
は
所
謂
西
郷
弾
が
打
ち
込
ま
れ
た
ま
ま
に

な

っ
て
い
る
」

村
で
は
戦
場
に
な
っ
た
ら
大
変
な
事
に
な
る
の
で
、
女
子
供
を
、
吉
住
氏
宅
裏
の

孟
宗
竹
林
内
の
、
元
鷲
城
跡
の
窪
地
に

（当
時
は
相
当
深
か

っ
た
そ
う
な
）
猫
伏
を

被

っ
て
避
難
さ
せ
た
。
な
か
に
は
身
重
の
婦
人
が
い
て
避
難
中
に
お
産
が
あ

っ
た
り

し
て
、
村
中
大
変
な
騒
ぎ
で
あ

っ
た
。

（注

‥
当
時
木
山
に
行
く
道
は
、
戸
島
往
還
よ
り
花
立
往
還
へ
出
て
広
崎
の
猫
伏

石
を
通
っ
て
木
山
に
行
く
道
し
か
な
か

っ
た
。
現
木
山
県
道
は
明
治
二
十

三
年
完
成
。
）

幸
い
薩
軍
は
通
過
し
た
だ
け
で
あ

っ
た
の
で
、
戦
場
に
は
な
ら
ず
に
済
ん
だ
が
、

そ
れ
を
追

っ
て
政
府
軍
が
通
過
す
る
と
き
の
対
応
が
又
大
変
で
あ
っ
た
。

四
月
十
五
日
午
後
三
時
頃
、
熊
本
鎮
台
兵
二
名
が
三
藤
孫
四
郎
を
間
島
橋

へ
呼
び

出
し
、
間
も
な
く
政
府
軍
が
通
過
す
る
の
で
薩
軍
が
壊
し
た
橋
三
ケ
所
を

一
時
間
以

内
に
修
理
す
る
よ
う
に
取
り
計
ら
え
と
の
命
令
、
無
理
な
話
だ
か
命
令
に
従
う
ほ
か

は
な
い
。
大
急
ぎ
で
西
無
田
用
掛
り
矢
田
和
三
郎
、
下
無
田

（通
称
新
村
）
用
掛
り

野
田
伝
太
に
連
絡
し
て
、
大
至
急
人
夫
を
集
め
、
有
り
合
わ
せ
の
板
や
材
料
を
持
ち

寄
り
応
急
修
理
し
た
。

な
お
矢
田
和
三
郎
は
前
日
十
四
日
に
も
六
嘉
方
面
か
ら
薩
軍
を
追

っ
た
政
府
軍
を
橋

が
壊
れ
て
渡
れ
な
い
の
で
川
船
で
渡
し
た
り
、
道
案
内
等
し
た
り
し
て
い
る
。

四
月
二
十

一
日
薩
軍
敗
走
後
、
村

へ
政
府
軍
進
入
に
出
迎
え
、
道
案
内
、
下
無
田

に
は
二
十
二
日
迄
政
府
軍
滞
陣
の
た
め
、
宿
所
の
手
配
、
手
伝
い
人
夫
の
手
配
に
追

わ
れ
て
い
る
。

四
月
二
十
四
日
よ
り
政
府
軍
衆
が
通
過
す
る
際
、
又
薩
軍
が
焼
き
落
と
し
た
橋
の
修

理
、
渡
し
船
の
手
配
、
乗
馬
の
手
配
等
。
又
五
月
七
日
大
津
方
面
か
ら
隈
庄

へ
の
移

動
の
政
府
軍
の
大
砲
等
は
橋
が
壊
れ
て
渡
れ
な
い
の
で
、
積
船
の
手
配
や
手
伝
い
人

夫
の
手
配
等
々
。
又
沼
山
津
村
で
は
、
熊
本
鎮
台
兵
の
馬
水

（益
城
町
馬
水
）

・
木

山

（益
城
町
木
山
）

・
御
船

（御
船
町
）
通
過
の
際
に
は
数
百
名
の
手
伝
い
人
夫
を

出
し
て
協
力
し
て
い
る
。

広
崎
村

（益
城
町
広
崎
）
で
は
小
倉
鎮
台
兵
が
進
入
の
際
に
は
、
熊
本
往
還
筋
の

（地
元
で
は
花
立
往
還
と
言

っ
て
い
る
）
猫
伏
石
と
言
う
所
で
焚
き
出
し
を
し
た
り

政
府
軍
数
千
人
の
道
案
内
、
食
糧
、
物
品
の
輸
送
な
ど
に
、
多
数
の
人
夫
を
動
員
し

て
手
伝

っ
て
い
る
。

木
山
に
集
結
し
た
薩
軍

・
党
薩
熊
本
隊
は
四
月
二
十
日
、
二
十

一
日
船
野
山

（益

城
町
三
〇
八
メ
ー
ト
ル
）

。
飯
田
山

（御
船
町
四
三

一
メ
ー
ト
ル
）
周
辺
の
激
戦
に

敗
れ
、
矢
部
方
面
へ
後
退
し
て
人
吉
方
面
へ
と
敗
走
し
て
い
く
。
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西
南
戦
争
が
終
わ
っ
た
後
、
戦
後
処
理
と
い
う
か
、
政
府
軍
に
協
力
し
た
者
に
は

な
に
が
し
か
の
日
当
が
支
払
わ
れ
た
模
様
で
、
協
力
し
た
内
容
を
書
い
た
文
書
の
写

し
が
残
っ
て
い
る
。

文
書
の
内
容
が
古
文
で
難
し
く
て
分
か
り
に
く
い
が
、
次
の
よ
う
な
文
書
が
あ
る
。

中
無
田
で
は

「賊
徒
乱
入
之
際
出
夫
周
旋
等
」
と
藤
軍
が
通
過
の
際
に
脅
さ
れ
て

や
む
を
得
ず
協
力
し
た
の
だ
っ
た
が
、
賊
軍
の
逃
亡
の
手
助
け
を
し
た
と
、
賊
軍
協

力
の
名
目
で
日
当
の
請
求
を
却
下
さ
れ
て
い
る
。

戸
長
苦
田
泰
造

（当
時
は
官
選
戸
長
）
が
再
度
日
当
下
げ
渡
し
願
を
、
熊
本
権
令

富
岡
敬
明
殿
宛
に
、
明
治
十

一
年
二
月
二
十
六
日
に
出
し
て
い
る
が
。

そ
れ
に
対
し
て

「
・
・
尽
力
致
候
儀

ハ
人
民
ノ
義
務
卜
相
心
得
夫
二
説
諭
致
可
依

而
書
面
却
下
候
事
」
と
明
治
十

一
年
四
月
二
日
　
熊
本
権
令
富
岡
敬
明
か
ら
の
却
下

の
書
面
で
あ
る
。

村
で
は
が
っ
か
り
で
あ
る
。
婦
女
子
や
村
を
戦
火
か
ら
守
る
た
め
に
、
薩
軍
か
ら
脅

さ
れ
て
協
力
し
た
だ
け
だ
っ
た
の
に
。
村
で
は
政
府
軍
の
た
め
に
道
案
内
、
橋
の
修

理
、
船
馬
の
周
旋
、
輸
送
の
手
伝
い
等
に
人
夫
の
動
員
、
宿
泊
の
斡
旋
等
々
莫
大
な

出
費
に
な

っ
て
い
た
。

戸
長
や
用
掛
な
ど
当
時
の
村
の
世
話
役
達
が
、
県
と
協
力
し
た
多
数
の
村
民
の
間

に
立

っ
て
非
常
に
苦
慮
さ
れ
た
事
が
窺
わ
れ
る
。

注

‥
付
図

「西
南
戦
争
関
係
図
」
参
照
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（語
リ
ベ
学
習
会
　
小
田
邦
秀
）

‘
Л
牡

一
二
十
榛
一π
休
一回
幽
師
即

１
こ

倒柑
い
ｍ田

よ
紳
・淋
子

操
供
浄
足
ユ
双

三
藤
孫
四
郎
に
は
、
西
南
戦
争
前
後
の
苦
慮
の
外
に
も
う

一
つ
家
運
が
傾
く
と
い

う
大
き
な
世
話
事
が
あ

っ
た
。

村
に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に
不
学
の
人
が
な
い
よ
う
に
と
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）

に
学
制
が
布
か
れ
た
。
当
時
各
地
に
所
謂
人
民
共
立
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。

秋
田
小
学
校
を
設
立
す
る
事
に
な
り
、
中
無
田

。
西
無
田

・
下
無
田

（通
称
新
村
と

言

っ
て
い
た
）
の
住
民
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
建
て
る
事
に
な
る
が
、
当
時
の
貧
し

い
農
村
で
は

一
度
に
出
せ
る
金
で
は
な
い
の
で
、
差
し
当
た
り
そ
の
時
の
世
話
役
だ

っ
た
二
藤
孫
四
郎

（明
治
十
三
年
戸
長
民
選
制
に
な
っ
て
の
初
代
戸
長
と
な
る
）
の

日
畑
を
担
保
に
し
て
金
を
借
り
、
返
済
は
中
無
田

・
西
無
田

・
下
無
日
の
各
住
民
が

年
賦
で
償
還
す
る
事
に
し
て
、
敷
地
は
孫
四
郎
所
有
の
字
野
間
に
建
て
る
こ
と
に
な

つ
た
。

設
立
当
初
の
生
徒
は
男
子
四
＋
上

名
、
女
子
三
十
三
名
で
教
員
二
名
、
番
人
給
壮

入
な
ど
の
人
材

・
設
備

・
教
材
も
追
々
整
い
っ
つ
あ
り
、
資
金
返
済
の
方
も
予
定
通

り
目
途
が
つ
い
て
回
収
し
か
か
っ
た
が
、
運
の
悪
い
こ
と
に
数
年
な
ら
ず
し
て
火
災

に
あ
い
学
校
が
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。

学
校
が
無
く
な
っ
た
の
で
、
そ
の
後
の
返
済
資
金
の
回
収
が
出
来
な
く
な
り
、
孫

四
郎
個
人
の
借
金
だ
け
が
残

っ
て
し
ま
っ
た
。
金
利
だ
け
が
雪
だ
る
ま
の
様
に
膨
ら

ん
で
い
く
。

学
校
は
そ
の
後
民
家
の
空
き
家
を
、
転
々
と
借
り
細
々
と
続
け
ら
れ
て
い
た
。

長
男
清
三
は
先
代
か
ら
交
流
の
あ

っ
た
沼
山
津
の
爾
富
家
に
、
若
い
と
き
か
ら
勉

強
か
た
が
た
よ
く
遊
び
に
行

っ
て
い
た
。
清
三
が
成
人
し
た
こ
ろ
爾
富
家
の
当
主
か

ら

「お
前
の
家
の
財
産
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
」
と
尋
ね
ら
れ
、
何
も
知
ら
な
い

清
三
が
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
る
と
、

「お
前
と
こ
の
田
畑
は
秋
田
小
学
校
設
立
の
時

の
資
金
借
用
の
た
め
、
み
ん
な
担
保
に
入

っ
て
い
て
、
こ
の
ま
ま
だ
と
財
産
は
借
金

の
た
め
み
ん
な
無
く
な

っ
て
し
ま
う
」
と
聞
か
さ
れ
、
愕
然
と
し
た
。

孫
四
郎
は
秋
田
小
学
校
設
立
資
金
に
自
分
の
資
産
を
担
保
に
借
金
し
て
い
る
こ
と
を

子
供
に

一
日
も
言

っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
う
言
わ
れ
て
み
る
と
思
い
当
た
る
節
が
あ
っ
た
。
農
家
で
は
米
麦
粟
大
小
豆
等

収
穫
し
た
ら
、
俵
入
れ
し
て
蔵
か
住
居
の
上
間
に
積
み
、
し
ば
し
眺
め
な
が
ら
収
穫

の
喜
び
を
感
じ
つ
つ
、
時
期
を
み
て
販
売
し
て
い
た
。

し
か
し
三
藤
家
で
は
事
情
が
違

っ
て
い
た
。
商
人
達
が

（
ひ
ょ
う
も
ん

「俵
物
」
買

い
と
言

っ
て
い
た
）
俵
入
れ
が
済
む
の
を
待

っ
て
い
て
、
そ
の
場
で
か
つ
が
つ
持

っ

て
い
っ
て
し
ま
う
。
少
し
で
も
金
利
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
そ
う
で
も
し
な
け
れ
ば

仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
ア
メ
リ
カ
で
は
所
謂
西
へ
西

へ
と
西
部
開
発
ブ
ー
ム
で
、
道
路

。
鉄
道
等
の

つ
ん

Ｏ
υ一

建
設
工
事
に
大
量
の
労
働
者
が
必
要
で
世
界
各
地
か
ら
労
働
者
が
集
ま

つ
て
い
た
。

な
い
が
、
と
に
か
１
浮
き
油

二

）ヽ
‐
ユ
現
象
「
時
二
見
ら
′Ｉ
主
）
三

，
■
〓
一
モ



秋
田
小
学
校
を
設
立
す
る
事
に
な
り
、
中
無
田

・
西
無
田

・
下
無
田

（通
称
新
村
と

言

っ
て
い
た
）
の
住
民
が
資
金
を
出
し
合

っ
て
建
て
る
事
に
な
る
が
、
当
時
の
貧
じ

仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
ア
メ
リ
カ
で
は
所
謂
西
へ
西

へ
と
西
部
開
発
ブ
ー
ム
で
、
道
路

・
鉄
道
等
の

建
設
工
事
に
大
量
の
労
働
者
が
必
要
で
世
界
各
地
か
ら
労
働
者
が
集
ま

つ
て
い
た
ｏ

日
本
か
ら
も
多
数
の
出
稼
者
が
行

っ
た
の
も
た
の
時
で
あ

っ
た
。
清
三
も
現
金
を
得

る
に
は
こ
し
か
な
い
と
、
結
婚
年
頃
を
過
ぎ

つ
つ
あ

っ
た
に
も
か
ま
わ
ず
に
渡
米
し

て
、
働
き
に
働
い
た
。
稼
い
だ
金
を
送
金
し
て
、

「今
度
は
ど
こ
の
田
圃
を
請
け
返

せ
、
今
度
は
何
処
の
田
、
今
度
は
何
処
の
畑
」
と
次
々
に
借
金
を
返
し
、
全
部
の
田

畑
の
請
け
返
し
が
終
わ
っ
て
か
ら
帰
国
し
た
。

当
時
の
ア
メ
リ
カ
帰
り
は
、
大
金
を
持
ち
帰
り
豪
邸
を
建
て
悠
々
自
適
の
暮
ら
し

を
送
る
の
が
普
通
で
あ

っ
た
が
、
清
三
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
か
ら

が
我
が
家
の
再
建
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
超
人
的
な
努
力
が
実
を

結
び
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

人

一
倍
小
柄
で
、
も
の
し
ず
か
な
清
三
の
ど
こ
に
そ
ん
な
パ
ワ
ー
が
潜
ん
で
い
た

の
か
と
全
く
驚
嘆
す
る
ほ
か
は
な
い
。

参
考
文
献
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藤
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（語
リ
ベ
学
習
会
　
小
田
邦
秀
）

か

み

だ

り

ょ

う

さ

ん

の

石

油

堀

り

な
い
が
、
と
に
か
く
浮
き
油
と
い
う
現
象
が
時
々
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
。

誰
が
言
い
だ
し
た
か
知
ら
な
い
が
、
こ
の
辺
の
地
下
に
は
石
油
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
、
突
飛
な
噂
話
が
流
れ
た
。

道
楽
者
で
、
か
な
り
山
気
の
あ
る
、
か
み
だ
り
ょ
う
さ
ん
は
、
も
し
石
油
を
堀
り

あ
て
た
ら
大
当
た
り
だ
と
ば
か
り
、
掘
削
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

昭
和
初
年
代
の
頃
で
あ
る
。
当
時
は
動
力
が
な
か

っ
た
の
で
、
足
踏
み
式
の
突
き
棒

で
、
数
人
の
人
が
交
代
で
作
業
を
し
て
い
た
。

地
層
が
土
砂
の
所
は
堀
り
易
い
が
、
岩
盤
に
当
た
る
と
、
な
か
な
か
掘
れ
な
い
。

高
価
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
刃
の
付
い
た
突
き
棒
で
掘
る
が
作
業
は

一
向
に
捗
ら
な
い
、

か
れ
こ
れ

一
年
近
く
か
か
っ
て
、
二
十
二

・
三
間

（約
四
十
メ
ー
ト
ル
）
も
掘

っ
た

だ
ろ
う
か
。　
一
向
に
石
油
の
出
そ
う
な
気
配
は
な
い
。

作
業
す
る
ほ
う
も
、
い
い
加
減
疲
れ
だ
す
。
期
待
し
て
い
た
村
人
も
、
石
油
は
出
ん

ぞ
う

（伝
造
）
と
、
作
業
員
の
名
を
と
り
か
ら
か
い
だ
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

と
う
と
う
石
油
は
出
な
か
っ
た
が
、
大
量
の
水
が
噴
出
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
３

他
に
も
益
城
町
の
福
富
に
も
掘
っ
た
が
、
こ
れ
も
水
が
出
た
。
又
秋
田
の
野
間
に
も
　
一

掘

っ
て
み
た
が
、
此
処
で
は
水
も
出
な
か
っ
た
。

石
油
掘
削
に
は
失
敗
し
た
が
、
怪
我
の
功
名
と
い
う
か
、
大
量
に
噴
出
し
た
水
は

現
県
道
小
池
竜
田
線
脇
の
水
路
が
清
流
と
な
り
、
所
謂
堂
ん
前
の
流
れ
と
な

っ
て
、

周
辺
の
人
達
の
生
活
用
水
、
洗
い
物
や
井
戸
端
会
議
な
ら
ぬ
川
端
会
議
等
の
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
た
。

一
方
上
国
家
は
井
戸
堀
り
の
費
用
が
嵩
み
、
又
道
楽
も
過
ぎ
て
家
運
が
傾
き
、
家

産
を
整
理
し
て
、
何
処
か
に
越
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
水
は
当
時
沼
山
津
農
家
の
主
要
農
産
物
の

一
つ
で
あ
っ
た
大
根
の
洗
い
場
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。
上
流
か
ら
下
流
ま
で
の
水
路
脇
に
、
真

っ
白
に

洗
わ
れ
た
大
量
の
大
根
が
う
ず
高
く
積
み
並
べ
ら
れ
た
様
子
は
全
く
壮
観
で
あ

っ
た

ま
た
貴
重
な
水
は
、
水
不
足
の
水
田
の
用
水
と
し
て
、
木
山
川

（現
秋
津
川
）
を
鉄

管
の
サ
イ
ホ
ン
を
通
し
て
、
利
用
さ
れ
た
。
昭
和
六
十
年

（
一
九
八
五
）
圃
場
整
備

事
業
で
用
水
ボ
ン
プ
が
稼
働
す
る
ま
で
約
三
十
町
歩
の
水
口
を
潤
し
て
い
た
。

現
在
は
県
道
が
拡
張
さ
れ
、
水
路
は
蓋
で
覆
わ
れ
、
又
水
位
が
下
が
り
水
も
出
な

ｒ
ｎ

υ
・
　

―

上
田
龍
二
郎

・
通
称
か
み
だ
り
ょ
う
さ
ん
は
、
沼
山
津
の
中
で
も
、
指
折
り
の
資

産
家
で
、
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）
頃
、　
一
時
村
長
も
し
て
お
ら
れ
た
。

大
柄
で
色
白
な
男
前
で
、
相
当
な
道
楽
者
で
も
あ

っ
た
よ
う
で
、
昭
和
初
期
頃
、

夏
の
頃
に
な
る
と
、
流
行
の
カ
ン
カ
ン
帽
を
か
ぶ
り
、
組
の
着
物
を
涼
し
く
羽
織
り

ス
テ
ッ
キ
を
つ
き
な
が
ら
闊
歩
す
る
。
煙
草
は
当
時
高
級
品
の

「敷
島
」
と
い
う
の

を
、　
一
日
か
二
日
吸
っ
て
は
捨
て
，
又
新
し
い
煙
草
に
火
を

つ
け
る
と
い
う
よ
う
な

贅
沢
な
生
活
を
し
て
、
当
時
ま
だ
誰
も
考
え
も
つ
か
な
い
、
運
転
手
付
き
の
サ
イ
ド

カ
ー
を
乗
り
回
し
て
お
ら
れ
た
。

田
植
え
時
に
な
る
と
、
本
山
川

（現
秋
津
川
）
は
水
田
用
水
、
取
水
の
た
め
に
堰

を
か
け
、
か
な
り
水
位
が
上
が
り
流
れ
が
淀
み
、
ダ
ム
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

夏
の
頃
に
な
る
と
、
時
々
水
面
に
油
の
よ
う
な
物
が
浮
い
た
よ
う
に
見
え
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
動
植
物
性
の
油
か
、
鉱
物
性
の
油
か
、
ま
た
は
当
時
稲
の
害
虫
ウ
ン
カ

の
駆
除
に
油
を
使

っ
て
い
た
の
が
、
た
ま
た
ま
流
れ
込
ん
だ
の
か
、
何
だ
か
わ
か
ら



く
な
り
、
そ
の
役
割
が
終
わ
っ
た
が
、
沼
山
津
に
は
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
も
た
ら

し
て
き
た
。
そ
の
恩
恵
に
感
謝
し
て
地
元
で
は
、　
一
町
内
公
民
館
敷
地
内
に
、

「水

神
」
と
し
て
記
念
碑
を
建
て
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
し
て
い
る
。

注

‥
こ
れ
は
泉
秀
晴
氏

・
福
島
新
治
氏

上
二
藤
愛
子
氏
の
お
話
を
元
に
し
て

書
い
た
も
の
で
あ
る

（語
リ
ベ
学
習
会
　
　
小
田
邦
秀
）

ハ
ｈ
Ｖ

社
側
　
件
臥
　
西
側

　

（ね
こ
ぼ
く
い
し
）

猫
伏
石
は
、
横
手
五
郎
の
伝
説
に
由
来
す
る
。

加
藤
清
正
に
親
を
殺
さ
れ
た
横
手
五
郎
と
い
う
強
力
の
男
が
い
た
。
横
手
五
郎
は
木

山
弾
正
の
子
供
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

親
の
仇
を
討
つ
た
め
に
、
清
正
の
隈
本
城
築
城
の
際
、
人
夫
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
た

五
郎
は
、
あ
る
時
、
清
正
の
命
に
よ
り
、
城
の
土
台
と
な
る
大
き
な
石
を
探
し
て
い

た
。土

台
と
な
る
石
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
木
山
川
を
西
原
村
河
原
ま
で
遡

っ
た

所
で
、
や
っ
と
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
五
郎
は
そ
の
石
を
猫
伏
に
包
ん
で
、
背

中
に
背
負

っ
て
隈
本

へ
戻
ろ
う
と
し
た
が
、
余
り
に
も
大
き
く
て
重
た
い
た
め
に
猫

伏
が
そ
の
重
さ
に
耐
え
ら
れ
ず
、
府
内
古
閑
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
破
れ
て
し
ま

っ
た

五
郎
は
小
さ
い
石
を
両
手
に
抱
え
、
大
き
な
石
を
そ
の
場
に
残
し
て
隈
本
へ
帰
っ

て
し
ま
っ
た
。
残
さ
れ
た
石
は
途
方
も
な
く
大
き
い
石
な
の
で
、
誰
も
動
か
す
こ
と

が
で
き
ず
に
、
現
在
に
至
る
ま
で
横
た
わ
っ
て
い
る
。

（益
城
町
教
育
委
員
会
）

・

東

野

中

学

校

の

校

名

昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）
に
東
野
中
学
校
が
開
校
し
た
。

こ
の
校
名
は
、
万
葉
歌
人

「柿
本
人
麻
呂
」
の

「東
の
　
野
に
か
ぎ
ろ
い
の
　
立

つ
見
え
て
　
か
へ
り
見
す
れ
ば
月
傾
き
ぬ
」

（笠
間
書
院
発
行
　
橋
本
達
雄

（編
）
の
　
柿
本
人
麻
呂

（全
）
に
よ
る
〕

の

「東
の
野
」
か
ら
採
り
、
当
時
の
阿
部
次
郎
熊
本
市
教
育
長
が
命
名
さ
れ
た
。

西
は
健
軍
地
区
の
発
展
に
と
も
な
い
、
暫
次
住
宅
化
の
き
ざ
し
が
み
え
は
じ
め
て

い
た
が
、
東
や
南
は
広
々
と
し
た
畑
地
や
水
日
が
飯
田
山
麓
ま
で
続
く
風
景
が
、
こ

の
歌
か
ら
の
ィ
メ
ー
ジ
と
重
な
っ
た
も
の
か
．

「大
和
路
文
学
散
歩
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

軽
皇
子
の

一
行
が
荒
涼
と
し
た

「真
木
立

つ
荒
山
道
」
を
越
え
て
は
い
っ
た
宇
陀

（奈
良
県
）
の
高
原
を
、
今
、
国
道

一
六
六
号
線
が
貫
い
て
い
る
。

宇
陀
の
阿
騎
野
は
、
夏
青
い
丘
陵
の
起
伏
を
見
せ
て
、
そ
の
丘
の
ひ
と
つ
に
、
人

麻
呂
の

「東
の
　
野
に
か
ぎ
ろ
い
の
　
立

つ
見
え
て
　
か
へ
り
見
す
れ
ば
月
傾
き
ぬ
」

の
歌
碑
が
建

っ
て
い
た
。

人
麻
呂
が
こ
の
野
に
泊
ま

っ
た
の
は
、
み
雪
降
る
冬
の
さ
な
か
だ
っ
た
。
人
々
は
亡

き
草
壁
皇
子
の
追
憶
に
、
夜
も
す
が
ら
語
り
あ
か
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
碑
の
前
の
畠

に
胡
麻
が
薄
紫
の
花
を
つ
け
て
い
た
。

開
校
四
年
後
、
中
学
校
周
辺
の
町
名
が
従
来
か
ら
の
村
名
や
字
名
と
の
ゆ
か
り
で

は
な
く
校
名
か
ら
採
ら
れ
た
。

即
ち
昭
和
四
十

一
年

（
一
九
六
六
）
秋
津
町
秋
田
の

一
部
が
、
東
野

一
丁
目
か
ら
東

野
四
丁
目
と
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、
東
野
中
学
校
の
所
在
地
は
、
東
野
三
丁
目
六
番
五
十
号
で
あ
る
。

（語
リ
ベ
学
習
会
）
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